








































































































































































































A　さ　ん 妻 関　わ　り 結　　　果
1回目の入院 思っていたよりも病 介護に不安はあった ソーシャルワーカー、 外出後、「よかった」





2回目の入院 自宅での生活を希望。 自宅への退院を望ん 追加の支援を要請す 1週間ほどで退院す
1回目の入院と症状 でいた。 ることはなかった。 る。
が同じ。 不安の表出はなかっ 症状出現時には来院
た。 するよう説明。
3回目の入院 体動困難となるが、退 自宅での介護に限界 2人が共有できる時 全身状態の悪化に伴
院を希望。 を感じていた。 間を持てるように配 い永眠される。
不眠・不安を訴える。 「できるだけ傍にい 慮した。
妻がいることで安心。 てあげたい」と話され 妻と一緒に保清や排
る。 泄介助など目常生活
における援助を行っ
た。
車椅子で散歩に出か
けたり、コーヒーを飲
んだりと2人だけの
時間を作ることがで
きた。
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